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［症 例 報 告］

洗顔石鹸 に含 まれ る加水分解小麦が感作原 と考えられ る小麦依

存性運動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー

小林 　美和，大倉　理 沙，吉岡　は る な，廣正　佳奈 ， 吉岡　学 ， 中村　元信

産業医科大学　医学部　皮膚科学教 室

要　　　旨 ；経皮経粘膜感作 に よ り生 じた小麦依存性運動誘発ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

の 報告が増 えて

い る．感作原 と して ，洗顔石鹸に ふ くまれる加水分解小麦が 同定 され て い る．診断に は，当該製品

の 使用歴 が あ り，使用時に顔面に皮膚症状 が 出現 ω 一5 グ リアジ ン に対す る特異的lgEに比べ ，小麦

グ ル テ ン に対す る特異 的IgEが高値で あ る こ とが有用 な情報 で ある．加水 分解小麦は化粧 品添加

物 として 用 い られ て お り，食物 ア レ ル ギー
の 感作原 と して留意す べ きで ある ，

キ ーワ
ー

ド ：加水分解小麦 経皮感作 ，WDEIA ，グ ル テ ン，洗顔石鹸

（2011年11月 15囗 受付，2012年 1 月18日 受理 ）

は　 じ　 め　 に

　 食 物 依存 性 運動 誘 発 ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

（FDEIA ）は，特定の 食物 を摂取 した後 に運動

をす る こ とで 誘発 され る ア ナ フ ィ ラキシ ーで

あ りJgE依存型食物 ア レ ル ギ
ー

の特殊 な タイ

プ と位置づ け られ て い る．臨床的に は シ ョ ッ

ク状態 に 至 らな くと も，重症蕁麻疹を繰 り返

す病歴 で FDEIA と診 断する例 もある， 原 因

食物 と して は小麦の 頻度が圧 倒的に高 く，成

人FDEIA の 85 ％ を 占め，特に小 麦依存性運 動

誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ー（WDEIA ）と呼ば れ て

い る．2009年頃 よ り，従来 の WDEIA とは異 な

る病歴 t症状 を呈 す る症 例が見 られ る よ うに

な り，報告 され始 め た［L2 ］． こ れ らの 症例

の 共通点とし て ，加水分解小麦を含有す る洗

顔石 鹸の使用歴があ り，その 後 に発症 して い

る こ とが 分 か っ た ． 経皮 経粘膜感作 に よる

WDEIA と して 現在，主 に皮膚科，ア レ ル ギ
ー

科 で 精査治療 が進 め られ て お り，われ われ が

経験 した症例 を含め て 報告する．

症 例

症例 1　 30代女性．

主訴 ：小麦摂食後の 蕁麻疹

既往歴 ・生活歴 ：特記事項 なし

現病歴 ； 2008年頃 よ り加水分解小麦含有洗顔

石 鹸を使用 して お り，顔面の か ゆ み も出現 し

て い た，初診の 10ヶ 月前 よ り，仕事 中に蕁麻

疹 と呼吸困難感，顔面浮腫お よび 嘔気が 出現，

以 降同様 の 症状 を 5 回繰 り返 し，救急搬 送 も

された， い ずれ も小麦製品摂取後の 軽作業中

で あ っ た．

検査所見 ：好酸球数 248／μ1，　lgE−RIST 　344　IUfml

（−1701U 〆m1 ），小麦特異的 IgE　3．4　index，グ ル テ

ン の プ リ ッ ク テ ス ト陽性，グ ル テ ン経 口投 与

試験で 咽頭部違和感と咳嗽出現 グ ル テ ン 経
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口投与 ＋ ア ス ピ リ ン 内服試験で蕁麻疹誘発が

み られ た，

診断 ：病歴お よび検査結果 よ り小麦依存性運

動誘発 ア ナ フ ィ ラ キ シ ーと診断 した．

治療お よび経過 ： 抗 ヒ ス タ ミ ン薬 内服 と小麦

摂食後の 安静お よび解熱鎮痛剤の 服用 を避 け

る よう指導を行 っ た ，その 後 も小麦摂 食後に

アナ フ ィ ラ キ シ ー症状 を繰 り返 したたぬ 小

麦除去食の 指導お よび エ ピネフ リン 自己注射

指導 を行 い ，治療継続中で ある ．

症例 2　 20代女性

主訴 ：小麦摂食後 の 蕁麻疹

既往歴 ・生活歴 ：特記事項無 し

現病歴 ：2009年頃に ，加水分解小 麦含有洗顔

石鹸 を使用 して い たが，洗顔 後に顔 面 の 腫脹

が 出現 する よ うに な っ た た め中止 した．その

後，パ ン 食後の 運 動 時に 蕁麻疹 と咽頭違和 感

が出現 同様 の 症状 を6 回繰 り返 し，受診の 前

には呼吸困難 も生 じる よ うに な っ た．小麦製

品摂取の み で は，症 状は 出現 しない が ，運動 を

する と症状が出現 して い る．

検査所 見 ：好酸球数 1861μ1，小麦特異的 IgE　3．1

1ndex，グル テ ン 特異的lgE　3．41ndcx ．ω
一5グ リ

ア ジ ン特異 的 lgE　O　lndex，グ ル テ ン の プ リ ッ

ク テ ス ト陽性，グ ル テ ン経 口投与で 症状誘発

無 し，グ ル テ ン 経 口投与 ＋ ア ス ピ リ ン 内服で

咽頭部違和感 と顔面の そ う痒，グ ル テ ン経 口

投与 ＋ 運動負荷 で 蕁麻疹誘発が み られ た

診断 ： 病歴お よび検査結果 よ り経 皮感作に よ

る小麦依存性運動誘発ア ナフ ィ ラ キ シ ーと診

断した．

治療お よび経過 ： 抗 ヒ ス タ ミ ン 薬内服 と，小

麦摂食後の 安静お よび解熱鎮痛剤 の 服用を避

ける よう指導を行 っ た．治療継続中で ある．

考 察

　WDEIA 患者 に おける小麦 ア レ ル ギーは，通

常の 食物ア レ ル ギ ーと して の 小麦ア レ ル ギ
ー

患 者とは異な り，グ ル テ ン に含まれ る ω
一5 グ

リ ア ジ ン に対す る特異的 lgEが 血中に存在す

る事が分 か っ て い る ［3］， また，小麦製 品 を

摂 食す る の み で は症状 は誘 発 され ず，運動 や

非 ス テ ロ イ ド系抗炎症薬 （NSAIDs ）内服 に よ

り誘 発 される ［4］， 通常 ，タ ン パ ク質 は十分

に消化 され て い れ ば，ア ミ ノ 酸ある い は ジ ペ

プ チ ド，ト リペ プ チ ドに 分解 さ れ て 吸収 され

る．WDEIA で は，食後の 運動に よ り，消化管

微小循環の 虚血 状態か ら胃酸分泌抑制に よる

消化不 良 を来 し，また運動負荷や NSAIDs に よ

る腸管上皮粘膜バ リ ア 障害か ら透過性亢進 を

来 した結果，ア レ ル ゲ ン となる 高分子 グ ル テ

ン タ ン パ ク分解物が 腸管か ら吸収 され ，ア レ

ル ギ ー症 状 を誘発する と考え られて い る ［5］．

WDEIA は ，ア ナ フ ィ ラキ シ ー
シ ョ ッ クを来す

重篤な疾患で は あるが ，発症に は小麦の 摂食

と運動，NSAIDs 服用の 複合的 な要素が必要で

ある た ぬ 診断に至 りに くい 例 も多い ．

　
．一

方で ，これ まで は食物 ア レ ル ギーは感作，

惹起 の 経路 が同 じ消化 管 と考え られ て い た

が，別 の 感作経路 と して ．経皮感作が注 目され

て い る．皮膚に は抗原提示細胞 で あるラ ンゲ

ル ハ ン ス細胞 ，真皮樹状細胞が常駐 してお り，

バ リ ア破壊 され た皮膚で は こ れ らの 細胞が 活

性化，す なわ ち抗原認識能が 亢進 して い る ．

食物 ア レ ル ギ
ー

の 感作経路 として 考え る と，

バ リ ア 障害 され た皮膚，た とえば，乾燥 し た 冂

の 周 りの 皮膚 に食物が付着する事 で感作が 成

立 して い る 可能性が 指摘 されて い る． ま た，

顔面 には皮脂腺が発達 し て い る こ とか ら，皮

膚付 属器 を経由 した感作経路 も考え られる．

　こ の ような中，2009年頃より成人女1生の WDEIA

例が報告され る よ うに な っ た． 同時期 に 流

行の 洗顔石 けん使用者 の 顔面皮膚炎，接触蕁

麻疹が 多発 して い る こ とも認識 され る よ うに

なっ たが，女性WDEIA 患者 の 多 くが 同 じ洗顔

石鹸の 使用歴 が あ る事 も分か っ た． この 洗顔

石鹸は 加水分解小麦を含有 し て お り，もと も

と小 麦ア レ ル ギ
ー

の 無か っ た患者が，同石鹸

を使用 した後にWDEIA を発症 して い た，さら

に，患者 は洗顔時 に何 らか の 皮膚粘膜 ア レ ル
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ギー症状 を発症 して い た こ と も分か っ た．

　加水分解小 麦は ，小 麦タ ン パ ク を化学的処

理 で 加水 分解 し低分子化 した もの であ り，ア

ミノ酸代替成分 と して化粧 品に用 い られる．

化粧品 に含 まれ る加水分解小 麦は，経皮ある

い は経粘膜 感作 を起 こ す事が知 られ て お り

［6，7］，本邦 で 多発 した成人女性の WDEIA の

感作原 も洗顔石 鹸 に含 まれる加水分解小麦の

グ ル パ ー
ル 19Sで ある こ とが 予想 された ．特

に，洗顔料に は界面活性剤が含 まれ て お り，且

つ こ の グ ル パ ール 19S 自体 が 界面活性作用 を

持 つ 乳化剤で あ るた め，角層バ リア を透過 し

やす い 性質を持つ こ とは容易 に推測 された．

元来，顏面 は角層 が 薄く物理 刺激 を受 けや す

い 部位で ある こ とからバ リア機能が低 下 しや

す く，脂腺が 発達 して お り経皮吸収 能が 高 い

た め接触皮膚炎を起 こ しや すい ．本件に お い

て も，当該製品 は粘性 に勝 れた泡立ちが良 い

石鹸で ある た め，皮膚に接触する時間が長 く

なる結 果，角層剥 離 と角質細胞 間の 脱脂が 促

され ，経皮経粘膜感作が成 立 しや す い 条件が

揃 っ た と考え られる，

　 これ ら洗顔石鹸使用者 に生 じた WDEIA は，

従来 の WDEIA と異 な る特徴が あ る． 従来の

WDEIA の 主症状 は，全身の 蕁麻疹で あるが ，

洗顔石鹸関連WDEIA は，顔面 と くに眼瞼の

浮腫が主症状 となるこ とが多 い ． また，従来

の WDEIA は小 麦タ ン パ ク の ω 5グ リ ア ジ ン 特

異的IgE が 陽性で ある の に対 し，洗顔石鹸関

連 の WDEIA で は グル テ ン 特異的 IgEと小 麦特

異的 lgEが 陽 性，グ ル テ ン 特異的 lgE優位 で，

か つ ω 5 グ リ ア ジ ン 特異的 lgE陰性で ある こ と

が分か っ た 匚8］． こ の 結果 も，洗顔石鹸関連の

WDEIA は通常の 小 麦ア レル ギ
ーとは異なる抗

原認識，感作経路で ある こ とを支持 して い る．

　こ れ らを踏まえて，当科で は WDEIA を疑 う

患者 には，外来で特異的 lgE値 を測定後，入院

の 上，プリ ッ ク テ ス ト，経口投与 に よる誘発

負荷試験を行 っ て い る．小麦グル テ ン の経 口

投与 を用 い た誘発試験 で は，通常の WDEIA と

洗顔石鹸 関連 の WDEAI に 違 い は ない が ，病歴

と特異的 IgE値を参考にする事で ，両 者 を区

別 した．　 日本ア レ ル ギー学会の 特別委員会

報告 （2011年11月発表）で は，洗顔石 鹸関連の

WDEIA の診断基準に当該石鹸に含 まれ る グル

パ ール 19Sを用 い た検査項 凵が含まれ，よ り確

実な診断基準が整備 されて い る．

　 い ずれ に して もWDEIA は，シ ョ ッ ク を来

す こ と もあるた め ，再発 防止が重 要で あ る

WDEIA 再発 防止 の ため，小 麦摂取 と運動 また

はNSAIDs 内服 を避 ける生活指導を行 い ，抗 ヒ

ス タ ミ ン 薬の 内服 を継続す る． しか し，発作時

には エ ピ ネフ リ ン 自己注射や ，ス テ ロ イ ド投与

を行 うこ と と な り，患者へ の 負担は小 さ くな

い ．化粧 品に よる皮膚障害で もっ と も頻度が

高い の は，接触皮膚炎で あるが ，製品の含有成

分 に よ っ て は．本疾患の よ うなア ナ フ ィ ラ キ

シ
ーを誘発する感作原 とな りうる事か ら，

一般

に広 く流通 され る化粧品には，よ り慎重に安全

な製品企画 を行うこ とが望 まれ る．
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Wheat  Dependent  Exercise Induced Anaphylaxis Possibly Sensitized by the Hydrolyzed

Wheat  Proteins in a  Facial Cleansing Soap

Miwa  KoBtyyAsHi, Risa OKuRA, Haruna  YbsHioKA, Kana  HiRoMAsA, Manabu  YosHioKA and

Motonobu  NAKAMURA

Department ofDermatology Sbhooi oj'Mledlcine, Uhiversity oj'Occmpationai andEnvironmental  Hkalth,
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Abstract : There are increasing cases  of  wheat  dependent exercise-induced  anaphylaxis  (WDEIA) with
transcutaneous or  transmucosal  sensitization,  Hydrolyzed wheat  included in a certain  brand of  soap  was

identified as  a  cause  of  sensitization,  The usefu1  clues  to detect this disorder consist  of  the patient's past

usage  of  a soap  containjng  hycirolyzed wheat,  the appearance  of  cutaneous  or  mucosal  symptoms  after  the

intake of  wheat  or  washing  with  this soap,  and  a high level of  specific  IgE for wheat  gluten. Because hy-

drolyzed wheat  is used  as  an  additive  in a  wide  variety  of  cosmetics,  we  shou!d  pay carefu1  attention  to the

ingredients ofcosmetics  when  observing  WDEIA.
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